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今回の司会は


大野哲夫世話人
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　調布憲法ひろば81回例会は４月27日、あくろす３階ホールで開かれ、経済評論家の熊澤通夫さんが講演、27人が参加。熱心に熊澤さん（上写真）の話に耳を傾けた。


　熊沢さんはＡ４判10ページにわたる詳しい資料が入ったレジメをもとに講演。「アベノミクスと言われる経済政策は、庶民の生活を脅かし、加えて憲法を骨抜きにし、実質改憲に進む。これは戦争への道だ」と強調した。　　　　（編集部）





 ▼憲法骨抜き


　熊澤さんは、「いま私たちは、歴史的な転換点に生き、私たち自身が問われていると思う」と切り出し、その特徴は、憲法25条、83条、85条の各条項と、９条の裏打ちとされる財政法４条、５条を骨抜きにするものだ」と特徴を挙げた。


　特徴は、①消費税増税②消費税の目的税化③社会保障切り下げの「自立自助」の国造り④消費税の目的税化で浮いた税金を公共事業費や軍事費増加の財源にする⑤特例公債を３年間、国会審議なしで発行できる―の５点。「憲法83条、85条は国費の支出や国の債務負担などは国会の議決が必要だとしているが、アベノミクスには政府による特例公債の政府による裁量的発行や、公債の実質的日銀引き受けなどが含まれている。昔も今も公債と消費税が戦争の財源になる」と指摘。またアベノミクスが、物価値上がりによる国民生活の圧迫を招くことについて詳しく触れた。


 ▼物価と増


　 税が直撃


　首相が強調しているアベノミクスの「３本の矢」は、①機動的な財政政策②大胆な金融政策③民間投資を喚起する成長戦略―とされている。熊澤さんは、「事業費20兆円に上る公共投資と15ヶ月予算で需要を増やし、デフレ不況を解消しようとしているが、一方で生活保護費の切り下げや公務員賃金を引き下げている」。また、「大胆な金融政策として、低金利の資金を豊富に提供する政策だが、直接雇用や設備投資を増やすことにはならず、経済の在り方は不明確だ」と指摘した。


　そして、「既に公的社会保障制度が崩れているのに、この未熟な社会保障制度すら解体し、そこへ平均的には消費者物価２％プラス消費税による値上がり分が負担増になる。預金金利は低金利が前提になっているから、預金は目減りし、財産価値は減る。低所得者ほど生活必需品の物価上昇と消費税増税による二重の逆進負担をしなければならなくなる」と説明した。


 ▼一体的な


　 問題把握を　


　講演の最後に熊澤さんは、「いま緊急に必要なのは、賃上げ・雇用の促進、社会保障水準引き下げと制度改悪の阻止、消費税増税反対を一体として、いろんな場で展開していかなければならない。併せて安心して子どもを産み育てられる国を展望した中長期的な国造りが必要だ」と結んだ。


　熊澤さんは質問に答えて、「消費税と社会保障の関わりではいろいろな意見があるのでそれだけを取り出すと難しい議論になるが、賃上げと雇用の確保は多数の要求だし、アベノミクスと対抗するという意味で消費税増税反対、社会保障改悪阻止では多くの人々と一致できる。情勢は切り開いていくものだから、地道に闘って、こうした状況を変えていくことに力を注がなければならない」と話した。


　　（丸山重威・記）





経済評論家











